
令和６年11月１日（金）～11月30日（土）

子供・若者が健やかに育ち、社会生活を円滑に営むことができるよう、

家庭・学校・地域・企業が一体となり、子供・若者の育成支援に取り組み

ましょう。

令和６年11月17日（日）～11月23日（土）

家庭は、基本的なしつけや社会規範を身につける教育の出発点で

あり、心豊かな人間教育の場です。家族の絆や温もりを見つめ直し、

家庭の大切さを再認識しましょう。

令 和 ６ 年 度

令和６年度「青少年の非行・被害防止標語コンクール」

～最優秀賞～

「ちょっとだけ」 甘い自分に 「ちょっとまて」

由利本荘市立本荘東中学校 ３年 石垣柚葉 さん

青少年健全育成秋田県大会
令 和 ６ 年 １ １ 月 ８ 日 （ 金 ）

県 庁 第 二 庁 舎 大 会 議 室

あきた家族ふれあいサンサンデーシンボルマーク

★ 主 催 秋田県・公益社団法人青少年育成秋田県民会議

★ 後 援

秋田県教育委員会、秋田県警察本部、青少年育成市町村民会議、秋田
県ＰＴＡ連合会、秋田県高等学校ＰＴＡ連合会、秋田県小・中学校長会、
秋田県高等学校長協会、秋田県私立中学高等学校協会、秋田県社会福祉
協議会、秋田県子ども会育成連合会、秋田県地域婦人団体連絡協議会、
秋田県青少年団体連絡協議会、秋田県少年保護育成委員連絡協議会、秋
田県保護司会連合会、秋田県更生保護女性連盟、秋田県民生児童委員協
議会、秋田県防犯協会連合会、秋田県青少年育成アドバイザー連絡協議
会、秋田魁新報社、朝日新聞秋田総局、毎日新聞秋田支局、読売新聞秋
田支局、河北新報社、時事通信社秋田支局、共同通信社秋田支局、日本
経済新聞社秋田支局、北羽新報社、北鹿新聞社、ＮＨＫ秋田放送局、Ａ
ＢＳ秋田放送、ＡＫＴ秋田テレビ、ＡＡＢ秋田朝日放送、エフエム秋田

★ 秋のこどもまんなか月間関連事業



13：30～13：40

☆ 開会式

○ 主催者代表あいさつ

秋田県あきた未来創造部長 橋 本 秀 樹

○ 来賓祝辞

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

13：40～14：00

☆ 表 彰

○ 秋田県社会貢献青少年・青少年健全育成功労者表彰（秋田県知事表彰）

・ 社会貢献青少年（団体の部）

能代市立第五小学校 運営委員会 (能代市)

秋田県立栗田支援学校 地域除雪隊ＳＡＳＡＴ (秋田市)

・ 青少年健全育成功労者（個人の部）＊敬称略

中嶋 俊彦 (北秋田市)

金谷 正子 (能代市)

菊地 義寿 (秋田市)

大澤 一廣 (大仙市)

・ 青少年健全育成功労者（団体の部）

鷹巣地区少年保護育成委員会 (北秋田市)

能代市東雲地区民生児童委員協議会 (能代市)

14：00～14：30

☆ 講 話

題 名：地域学校協働活動とコミュニティ・スクールについて
講話者：秋田県教育庁生涯学習課 社会教育・読書推進チーム

社会教育主事 佐藤 賢輝 氏

14：30～14：40
☆ 青少年の声

わたしの主張2024秋田県大会 最優秀賞受賞者

「私の人生」

北秋田市立鷹巣中学校２年 中川 心紡 さん
なかがわ し ほ

14：40～15：10

☆ 子ども伝承芸能発表

芸能名：仁井田番楽
出演者：仁井田番楽保存会（横手市）

仁井田地区の新山神社に奉納されるもので、300年以上の歴史をもつといわれて

います。

毎年９月７日に神前へ奉納し、翌８日には氏子の家々を巡回します。出羽三山の

湯殿山より神霊を勧請し「湯殿山新山大権現」として奉祀してきた仁井田新山神社

の神楽。郷中安全・五穀豊穣を祈願した神前奉納舞楽は古来のもので、能楽以前の

ものと言われています。

元来は、仁井田地区に生まれた長男が12歳になると、途中でやめないことを条

件に「小若の太刀舞」が伝授され、以後さまざまな演目を習得したといいます。現

在は、小学校の低学年で「花番楽」を習いはじめ、年ごとに演目を学び演じるよう

になっています。


